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1. 大学を取り巻く環境の変化 (ID目線) 

① 人手不足 / IT予算の削減への対応
・ 職員 (IT担当者) の不足
・ 教員の不足
・ 緊縮予算での既存サービス品質の維持・向上

② 在宅学習・業務の普及COVID-19

③ クラウド利用の広がり
・ 物理的境界の崩壊
・ ゼロトラスト・セキュリティ

④ 大学DXの推進
・ ノーコード、ローコード
・ 他大学とのDXノウハウの共有

⑥ オープンサイエンス、即時OA化への対応
・GakuNinRDM：組織をまたいだ研究者間での研究データの共有
・JAIRO Cloud：論文への即時 ＆ リーズナブルなアクセス環境

⑦ スマートキャパスの推進
・モバイル学生証

・オフライン検証
・学内・学外 (社会インフラ) 利用

⑤ 単位互換の推進
・デジタルバッジ
・授業 (教員) の共有



学認 (TRUST Framework)

トラストフレームワーク
プロバイダー
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2. 学認の役割

規定の策定 運用、評価

シングルサインオン

メタデータ学認IdP

サービス利用機関 サービス提供機関

各SP群

利用者

学術e-リソース：SP

電子ジャーナルサービス

e-Learning

eduroam
認証連携IDサービス

研究データ基盤

管理者

IDの適切な管理

信頼しあう 信頼しあう

事前
登録

事前
登録

Discovery
Service

・ デジタルIDの適切な運用を拠り所としたトラストフレームワークの提供
① プロトコルの作成、② 規定の作成、③ 規定遵守の確認、④ デジタルIDの健全な普及のための情報発信

認証基盤 ←(分離)→ アプリ
SAML連携

基本



学認 (TRUST Framework)
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変化に対応したセキュアで
便利な世界を実現するための

トラストフレームワークの提供

SPの拡充

学認SP研究会認証基盤 ←(分離)→ アプリ
SAML連携

SP化の推進

SPの紹介

SPへの技術支援 SPEDU

基本

効
率
化

高
度
化

学認や大学との連携窓口
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効
率
化

高
度
化

変化に対応したセキュアで
便利な世界を実現するための

トラストフレームワークの提供
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⑥ オープンサイエンス、即時OA化への対応
・GakuNinRDM：組織をまたいだ研究者間での研究データの共有
・JAIRO Cloud：論文への即時 ＆ リーズナブルなアクセス環境

2. 学認の役割

① 人手不足 / IT予算の削減への対応
・ 職員 (IT担当者) の不足
・ 教員の不足
・ 緊縮予算での既存サービス品質の維持・向上

クラウド利用
支援

学認参加
支援

学認IdPホスティング
(2023年～2025年実施)

初動支援
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効
率
化

高
度
化

SAML2.0 (OpenID Connect) の利用

認証結果と属性情報に大学の保証が付与される

変化に対応したセキュアで
便利な世界を実現するための

トラストフレームワークの提供

キラーSP候補



3. キラーSP候補

・ モバイル学生証
・FeliCa Networks様のモバイル学生証

他大学（国内）

他大学（海外）

学外施設ECサービス

学 割

在籍大学

企業（インターン・就職）

コミュニティサービス街のお店

学生証

学生情報を

国際標準規格でアプリに格納
（既存の学生証アプリにも対応可）

学 生 証

国内共通プロファイル採用で

大学内外との連携がスムーズに

電子証明書

□ 氏名

□ 年齢

□ 20歳以上

□ 大学名

□ 所属（学部・学科）

□ 学籍番号

□ 卒業予定日 etc.

データ連携時には
ユーザが選択・同意して提示

mdocの技術的特長と社会実装例

アメリカの一部の州を皮切りに
運転免許証をスマホに格納する
規格(mDL)として実装が進む

iPhoneにマイナンバーカードの
機能を搭載する際の方式として採用
（2025/6/24 サービス開始）

※イラストはイメージであり、サービス開始時点ですべてのユースケースが提供されるものではありません

4つの技術的特長 世界で進む社会実装

選択的開示

本人同意に基づき

必要な情報のみ選んで提示可能

Reader認証

情報の提示前に

提示先の安全性を確認可能

Holder Binding

証明書は複製・改ざんできず

保有者が正当化か確認可能

オフライン/オンライン

対面での利用に加え

インターネット経由でも提示可能

⚫ 国際標準規格「mdoc」及び国立情報学研究所（NII）が定める国内共通プロファイルを採用し、大学間の相互運用性の向上と大学内外の各種
サービスへの連携省力化に貢献することを目指す仕組みです。

⚫ 「mdoc」は、物理的な身分証やパスワード認証の抱える問題点を解決できる様々な特長を有しており、セキュリティと利便性を両立しながら、
１つの証明書で対面／オンラインいずれのユースケースへも対応可能です。
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3. キラーSP候補

・ モバイル学生証
・Verifiable Credentials

Issuer VerifierHolder

Verifiable Data Registry (Block Chain)

Issue credential Send Presentation

Verify Identifiers & Scheme

mDoc

Wallet Reader

学割サービス大学 学生

デジタル学生証 発行 デジタル学生証 提示

Wallet app

③ 属性情報送信
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3. キラーSP候補

・ モバイル学生証
・Verifiable Credentials with 学認

Issuer VerifierHolder

Verifiable Data Registry (Block Chain)

Issue credential Send Presentation

Verify Identifiers & Scheme

mDoc

Wallet Reader

学割サービス大学 学生

デジタル学生証 発行 デジタル学生証 提示

Wallet app

学認
SP

学認
IdP

① 認証

在籍確認

② 属性情報送信

③ 属性情報送信

Trust Framework (学認)

署名検証

属性情報の標準化

IAL2 / AAL2 処理に応じた属性情報の連携

認証用
ID情報

DB
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IDaaS
認証・ID管理

オンライン
サービス

利用者

ID

+ Credential

認証

ID
DB

人事DB

ID発行

IDと人のBinding (紐づけ) 

Credentialで確認

3. キラーSP候補

・ モバイル学生証
・ IDaaSの進化
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IDaaS
認証・ID管理

オンライン
サービス

利用者

ID

+ Credential

認証

ID
DB

人事DB

ID発行

オフライン
サービス

ID

+ 属性情報

検証

モバイル
身分証

Wallet

属性
DB

IDと人のBinding (紐づけ) 

Credentialで確認

しかるべき発行者が発行した属性情報
かどうかを確認したい

Verifiable Credentials

3. キラーSP候補

・ モバイル学生証
・ IDaaSの進化
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3. キラーSP候補

・ マイクロクレデンシャル with 学認

OZONE-EDU

大学
Shibboleth IdP / IDaaS

認証用
ID情報

DB

Wallet

学認
IdP

単位互換管理サービス

成績情報

学認
SP

LMS (moodle)

① アクセス② 認証要求

Cabinet

Portal

学認
SP ① アクセス② 認証要求

成績情報

学務システム

Trust Framework (学認)



13

大学SP

対価

学認

4. SPにとっての学認

サービス提供

企業 顧客

変化に対応したセキュアで
便利な世界を実現するための

トラストフレームワークの提供

・ 学認と大学、SPと大学の関係
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大学SP

対価

学認

4. SPにとっての学認

サービス提供

企業 顧客

変化に対応したセキュアで
便利な世界を実現するための

トラストフレームワークの提供

大学 (IdP) SP 学認

A群 顧客 参加

B群 参加

C群 未参加

潜在顧客

学認参加により潜在顧客に

業界攻略のための
業界コミュニティ

コミュニティ
企業は業界をまとめて攻略したい。
学認は教育研究業界コミュニティ。
業界コミュニティが確立されている業界は少ない。

・ SPと学認の関係
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大学SP

対価

学認

4. SPにとっての学認

サービス提供

企業 顧客

変化に対応したセキュアで
便利な世界を実現するための

トラストフレームワークの提供

業界攻略のための
業界コミュニティ

大学 (IdP) SP 学認

A群 顧客 参加

B群 参加

C群 未参加

潜在顧客

学認参加により潜在顧客に

コミュニティ
貢献

SPEDU

企業とコミュニティの関係は give & take。

・学認SP研究会との連携
・大学 (IdP) 連携機会の創出

 (AXIES2025 年次大会)

・ SPと学認の関係
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・AXIES2025 年次大会

・開催概要
・日時：2025年12月1日（月）～3日（水）
・場所：札幌コンベンションセンター

〒003-0006 札幌市白石区東札幌6条1丁目1-1

・ 学認SP研究会が確保した協賛枠を活用させていただきます。
・2025年12月3日(水)の予定
・90分枠
・大学事例紹介2枠
・SP紹介5枠
・ 大学関係者へのSP説明の場として活用させてもらいます。

・交流会
・日時：2025年12月1日（月）18:00～
・場所：札幌コンベンションセンター 近辺

4. SPにとっての学認
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